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こでは. 20世紀のシステム論の発展の歴史を大きく. (1)萌芽期-20世紀の初頭から第 2次大戦ま
で(有機体の時代). (2)勃興期一第 2次大戦から1950年代まで(構造主義の時代). (3)成長期
1960年ないし1970年代(自己組織化の時代). (4)発展期-1980年代~現代(複雑系の時代)にわけ
で論じる[2J。
2. 1 システム論の萌芽期 20世紀の初頭から第 2次大戦まで(有機体の時代)
















(1 967) と『有機体論的心理学とシステム論~ (1968)を出版した。さらに，あの有名は『一般シ
ステム論~ (1968)を出版した。これは，後にドイツ語，イタリア語，フランス語，スペイン語，






















(1905-1983 )は，システムの階層的秩序を表すのに， holons (ギリシャ語の『全体』を表す holos










































































[ 12Jの自然哲学の「出来事J(event) という語にかわって， Ii'過程と実在』ではエッポック的な生
起に他ならない「現実的契機」ならびに「現実的実質」という語が使われるのである[13]0r現実










































在論的原理) (ontological principle)， (創造の原理) (principle of creativity)， (相対性の原理〉
(principle of relativity)， <理性の原理) (principle of rationality)である。ここでは，特にその中の
(存在論的原理)と(相対性の原理)を取り上げる。まず存在論的原理であるが， w過程と実在』




な可能態 (purepotentials) ，あるいは限定性の形式 (formof definiteness) ，⑥命題，あるいは可能的
決定における事態，あるいは事態の決定のための不純な可能態，あるいは理論，⑦多岐性
(multiplicities) ，あるいは多種多様な存在の純粋な離在 (puredisjunction of diverse entities)，⑧対
比 (contrasts)，あるいは lつの抱握における諸存在の総合の様態，あるいはパターン化された存















(存続) (endurance) というこの 2つの事実に直面しなければならない。さらにいまひとつ，それ








ヘッドは， 4種の主要な客体の型体を示している。それらは， (永遠的客体)， (命題)
(propositions)， (客体化された〉現実的実質，そして， (結合体〉である。次に，ホワイトヘッド
の「抱握J(prehension)の概念について述べる。彼は r抱握」という用語を意識とか表象的知覚




析においては， (事物に先立つ) (ante rem) ものとして呈示されるものは何でも，与件であり，
もっぱら〈事物のうちに) (in rem)あるものとして呈示されるものは何でも，主体的形式であり，











「補完相は，概念的創始の 2つの従属相で始まり，そこから， (命題的感じ) (propositional 










つまり知性的感じは， (意識的知覚) (conscious perception) と〈判断) (judgments)に別れる。判
断はさらに(直観的) (intuitive) と(推論的) (inferentia)，つまり(派生的) (derivative)の2種
類に別れる。最後にホワイトヘッドの有機体の哲学で重要な概念としての(合成) (concrescence) 
を述べる。存在と生成そして存在という循環的過程が現実的実質の合成過程と呼ばれるものである。














の結果， 1つの新しいシステムとなるか，または同じシステムの新しい状態となる。 J[27] 
「バーナード革命」と言われる理由は，①新しい人間観から始まる組織論であること，②システ
ム・アプローチをとっていること，③全体主義と個人主義，個人主義と自由意志論，有効性と能率，








































































































いる。 AGIL4機能は，サブシステムとつぎのように対応している。 A(Adaptation :適応)は，
「経済J(富). G (Goal-Attainment :目標達成)は. r政治J(権力). 1 (integration :統合)は. (連
帯). L (Iatency: Pattem-Maintenance and Tension-Management :緊張処理)は. r型の維持J(威信)を
それぞれ担当するサブシステムである。以上の様に. 1951年の『社会システム論』と『行為の一般
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